
ご
挨
拶

文
部
科
学
大
臣
政
務
官
・
復
興
大
臣
政
務
官
を

拝
命
し
て
約
１
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

政
務
三
役
と
事
務
次
官
な
ど
文
部
科
学
省
幹
部
と

の
省
議
や
、
復
興
大
臣
幹
部
会
合
な
ど
、
役
所
幹

部
と
の
会
議
が
立
て
続
け
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
連
日
、
担
務
や
付
随
す
る
政
策
、
現
状
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
役
所
か
ら
説
明
を
受
け
た
り
、
各

種
式
典
な
ど
に
公
務
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

８
月
末
に
は
概
算
要
求
が
締
め
切
ら
れ
、
文
部

科
学
省
と
し
て
５
兆
８
，
９
４
９
億
円
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
私
が
政
務
官
と
し
て
担
当
し
て
い
る

分
野
の
詳
細
を
少
し
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

岸
田
政
権
に
お
け
る
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現

に
向
け
て
、
人
の
投
資
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
投
資
は
、
一
丁
目
一
番
地
で
あ
り
ま

す
。国

力
の
源
泉
で
も
あ
る
科
学
技
術
立
国
を
目
指

す
た
め
の
関
係
予
算
で
は
、
抜
本
的
な
研
究
力
向

上
と
優
秀
な
人
材
の
育
成
、
未
来
を
切
り
拓
く
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
基
盤
の
強
化
、
重
点
分

野
の
研
究
開
発
の
戦
略
的
な
推
進
、
国
民
の
安

全
・
安
心
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
に
資
す
る
課
題

解
決
型
研
究
開
発
の
推
進
な
ど
、
日
本
の
研
究
基

盤
の
強
化
・
世
界
水
準
の
大
型
研
究
施
設
の
整
備
、

Ａ
Ｉ
・
量
子
技
術
・
バ
イ
オ
・
遺
伝
子
治
療
な
ど

先
端
分
野
の
育
成
、
原
子
力
分
野
の
研
究
開
発
・

安
全
確
保
対
策
な
ど
、
我
が
国
の
基
盤
と
な
る
技

術
分
野
の
支
援
事
業
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
関
係
予
算
で
は
、
文
化
芸
術
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
、
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
推
進
・

充
実
に
よ
る
文
化
資
源
の
持
続
可
能

な
活
用
の
促
進
、
文
化
財
の
継
承
基
盤
の
整
備
、

文
化
振
興
を
支
え
る
拠
点
等
の
整
備
・
充
実
な
ど
、

日
本
の
伝
統
、
文
化
、
芸
能
に
関
わ
る
関
係
予
算
、

ま
た
ア
ー
ト
を
産
業
と
し
て
捉
え
、
国
内
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
及
び
、
文
化
財
の
保
存
や
文

化
遺
産
の
公
開
活
用
に
よ
る
文
化
観
光
を
通
じ
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
運
動
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
移
行
に
向
け
た
環
境
の
一
体

的
整
備
に
合
わ
せ
て
、
文
化
部
活
動
の
地
域
連
携

や
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
移
行
等
へ
の
支
援
の
た
め
の

予
算
も
、
積
極
的
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
持
続
可
能
な
競
技
力
向
上
体
制
の
確
立
等
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
参
画
の
促
進
と
共

生
社
会
の
実
現
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
・
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
な
ど
、
子
ど
も
の
体
力

向
上
や
国
際
競
技
力
の
向
上
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
環
境
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
な
ど

の
取
り
組
み
に
対
す
る
予
算
を
求
め
て
い
ま
す
。

公
務
で
の
視
察
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
去
る
９
月
６
日
に
は
地
元
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
た
東
海
国
立
大
学
機
構(

名
古
屋
大
学
・
岐
阜

大
学
を
運
営)

に
て
『
脱
炭
素
社
会
の
創
造
に
向

け
た
大
学
の
役
割
』
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
文
部
科
学
省
を
代
表
し
て
出
席
し
て

参
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
賞
し
た
名
古
屋
大
学
教
授

天
野
浩
先
生
か
ら

省
エ
ネ
に
大
き
く
貢
献
す
る
次
世
代
半
導
体
素
材

と
し
て
注
目
を
集
め
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（GaN

）

の
お
話
を
伺
っ
た
他
、
自
動
運
転
技
術
・
地
震
に

関
す
る
研
究
や
防
災
減
災
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も

視
察
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
田
中
央
研
究
所
で
は
燃
料
電
池
自
動

車
の
研
究
・
開
発
や
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
利

活
用
な
ど
の
お
話
を
伺
い
、
水
素
で
走
る
ク
ル

マ
・
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
に
試
乗
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
私
自
身
、
政
策

テ
ー
マ
と
し
て
重
点
を
置
い
て
お
り
、
議
員
と
し

て
、
ま
た
政
務
官
と
し
て
も
し
っ
か
り
向
き
合
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
概
算
要
求
ま
と
ま
る

文
科
政
務
官
と
し
て
愛
知
県
内
を
視
察
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。
40
歳
。

豊
橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

11
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

ス
タ
ー
ト
。
19
歳
、
単
身
渡
欧
。

24
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１

ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
30
歳
、

帰
国
後
、
医
療
・
介
護
福
祉
の

世
界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉

法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括

本
部
長
就
任
。
現
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
２
０

１
９
年
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙(

比
例
代
表)

に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１

年
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

(

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表)

に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
初
当

選
。
現
在
、
厚
生
労
働
委
員
、

経
済
産
業
委
員
、
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
、

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
、

自
民
党
国
会
対
策
委
員
、
自
民

党
青
年
局
次
長
、
自
民
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

事
務
局
長
な
ど
を
務
め
る
。

日
本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を

話

す

マ

ル

チ

リ

ン

ガ

ル

。

豊田中央研究所を視察し、燃料電池自動
車の研究・開発や、水素・アンモニアの
利活用のお話を伺う。

文
部
科
学
大
臣
政
務
官

復
興
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員

名古屋大学教授 天野浩
先生よりお話を伺う。



国際地学オリンピック参加者の皆さんに文部科学
大臣表彰をお渡し、記念撮影。

サンプルサンプルサンプルサンプル サンプルサンプルサンプルサンプル

未来への希望を持てる社会づくりを目指します！

極地に関する科学の総合研究と極地観測を行う
国立極地研究所を視察。

「2022SKS JAPAN」フードテックに関する
カンファレンスに参加。トークセッション
に登壇。

東海素淮会にて中締めの挨拶

文科省政務三役、役所幹部による省議。

愛知県内を流れる「豊川」
を国交省と視察。


